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Application of Hyperdry Human Amniotic Membrane as  
a visceral protective dressing for the open wound with  






露出腸管を伴う開放創は重症外傷における Open abdominal managementの長期化や腹膜
炎術後の創哆開などによって起こる合併症で非常に管理が難しい。もし露出腸管が穿孔し

































論 文 内 容 の 要 旨 
 学 位 論 文 審 査 の 要 旨 
 
目的： 
露出腸管を伴う開放創は重症外傷における open abdominal managementの長期化や腹膜
炎術後の創哆開などによって起こる合併症で非常に管理が難しい。露出腸管が穿孔した場合、





























に働く抗炎症 M2マクロファージのマーカーである CD163が HD-AM群で有意に高値を示
したことや、炎症性サイトカインである IL-10が羊膜を置いた方が高値を示した事実などに











をみると HD-AM群は POD7では成長因子（TGF-β1）, 細胞炎症ケモカイン（CXCL5）, 抗
炎症系サイトカイン（IL-10）および CD163 の発現が HD-AM(-)群よりも高値を示したが、
POD14ではいずれも低値を示した。これらのことより、HD-AMは肉芽形成のための足場と
しての役割とともに、創傷部位でケモカインや抗炎症サイトカインの分泌量の制御を介して、
創傷治癒過程を炎症相から修復起点への移行を促して EAF を保護する良好な肉芽形成を促
進することが明らかとなった。 
以上のことから、HD-AMは重症外傷における露出腸管をともなう開放創の管理において、
肉芽形成促進的に働く有用な被覆材となり得ることが示唆された。本研究は、腸管露出開放
創に対するマウスモデルを新たに開発応用した点に新規性があり、さらに臨床的発展性が大
いに期待できると考えられた。 
以上より本審査会は本論文を博士(医学)の学位に十分値すると判断した。 
